別表第四号(第8条第6項関係)
(1)　ゴースト除去基準信号は、ゴースト除去基準波形とペデスタル波形から成り、次図に示すものとする。
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注
1　振幅値は、ペデスタルレベルを0、映像信号の白レベルを＋100としたときの値とする。
2　時間軸は、水平同期パルスの立ち下がりにおける振幅値の50％点を基準とする。
3　scは、(1／3.579545)μsとする。
4　ゴースト除去基準波形の立ち上がりは、sinX／Xを積分した特性とし、そのナイキスト周波数は、4.177447MHzとする。
5　ゴースト除去基準波形の立ち下がりは、sin2X特性とし、振幅値の90％点から10％点までの時間は、0.25μsとする。
(2)　ゴースト除去基準信号は、標準テレビジョン文字多重放送の標準方式別図第一号に示す垂直帰線消去期間における第18H及び第281Hの水平走査期間に重畳するものとし、その重畳方法は、次表のとおりとする。
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